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◆ ごみ処理施設整備の基本方針 

「新たな価値を創出する新時代のごみ処理施設を目指して」 

安心・安全な施設 

・ 住民に開かれたごみ処理施設を目指します。 

・ 住民の生活を支える施設として、２４時間３６５日の安定稼働を目指します。 

・ 災害に強い、強靭な施設を目指します。 

・ 災害時のエネルギー供給拠点として活躍できる施設を目指します。 

 

環境に配慮した施設 

・ 温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化の低減に寄与する施設を目指します。 

・ 省エネルギー化や廃棄物エネルギーの効率的な回収を目指します。 

・ 環境汚染物質の発生を抑制し、周辺環境への負担を低減する施設を目指します。 

・ ３R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進に対応した施設を目指します。 

 

地域に価値を創出する施設 

・ 社会状況の変化や地域の課題に対応したインフラ機能としての施設を目指します。 

・ 地域循環共生圏の一翼を担う施設を目指します。 

・  環境教育・学習の場としてはもちろん、住民の活動拠点となる施設を目指します。 

・ 地域のエネルギーセンターとしてエネルギーを供給しながら、脱炭素化や CO2 

の地産地消を目指します。 

 

◆ 用語の解説 

  

廃棄物エネルギー 焼却炉でごみを燃やした熱を利用して生み出したエネルギー（電気と蒸気等） 

 

エネルギー供給拠点 廃棄物エネルギーを地域へ供給する施設 

 

温室効果ガス 地球の大気にわずかに含まれる、赤外線を吸収し、再び放出する性質があるガス（二酸化炭素、メタ

ン、フロン類等）。太陽からの光で暖められた赤外線が、地球の表面付近の大気を暖める。（温室効果） 

 

３R ３つのＲ（アール）の総称 

リデュース（発生抑制）：製品をつくる時に使う資源の量を少なくする。廃棄物の発生を少なくする。 

リユース（再使用）  ：使用済製品やその部品等を繰り返し使用する。 

リサイクル（再資源化）：廃棄物等を原材料やエネルギー源として有効利用する。 

 

地域循環共生圏 各地域が美しい自然景観等の地域資源を最大限活用しながら自立・分散型の社会を形成しつつ、地域の

特性に応じて資源を補完し支え合うことにより、地域の活力が最大限に発揮されることを目指す考え

方。「第五次環境基本計画（H30.4.17 閣議決定）環境省」は、「環境と経済・社会の統合的向上、地域

資源を活用したビジネスの創出や生活の質を高める「新しい成長」を実現するための新しい概念」と意

義付けられている。廃棄物処理やリサイクルにおいても、重要な社会インフラとして、地域循環共生圏

の考え方を基に、持続可能な社会づくりとの統合的な取組みを展開していく必要がある。 

 

脱炭素化 「カーボンニュートラル」ともいう。 

2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする(※)ことが、政府により宣言された。 

※「排出を全体としてゼロ」とは、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出量から、森林などに

よる吸収量を差し引いた、実質ゼロを意味する。 

 

基本方針１ 

基本方針２ 

基本方針３ 
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表 処理方式評価（基本方針に対する評価） 

凡例◎：当該評価項目において特に優れている。 〇：当該評価項目において優れている。 △：当該評価項目において劣る。 ×：当該評価項目において特に劣る。 

 焼却処理方式 ガス化溶融方式 

ストーカ式焼却炉 流動床式焼却炉 シャフト式ガス化溶融炉 流動床式ガス化溶融炉 

基 

本 

方 

針 

１ 

安
心
・
安
全
な
施
設 

住民に開かれた 

ごみ処理施設 
処理方式による差はない。見学者通路の設置や、モニタリング結果の公表を今後検討する。 

◎ 

２４時間３６５日の 

安定稼働 
いずれの方式においても、24 時間 365 日の安定稼働が可能 

◎ 

災害に強い、強靭な施設 いずれの方式においても、災害発生時の安全停止・稼働システムが確立している。加えて、建築構造物の耐震安全性を確保し、設備・機器の損壊防止策を徹底する等、施設の強靭化を図る。 

◎ 

災害時のエネルギー 

供給拠点 
災害時であっても廃棄物エネルギーを安定して供給することが可能であり、処理方式による差はない。 

◎ 

２ 

環
境
に
配
慮
し
た
施
設 

温室効果ガスの排出を抑

制し、地球温暖化の低減

に寄与する施設 

助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働に

伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働に

伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

助燃材（コークス）を常時使用するため、施設

稼働に伴う二酸化炭素排出量は最も多い。 

ごみ質変動（低質ごみの増加）によっては助燃

材を使用する必要がるため、二酸化炭素排出量

が多くなる懸念がある。 

◎ ◎ △ 〇 

省エネルギー化や、 

廃棄物エネルギーの効率

的な回収 

もっともシンプルな機器構成であるため、機器

稼働に要するエネルギー消費量は最も少ない。

（灰溶融を行う場合は、灰溶融に係る設備の分、

エネルギー消費量は増加する） 

シンプルな機器構成であるため、機器稼働に要

するエネルギー消費量はストーカ式に次いで少

ない。ただし、瞬時燃焼のため蒸気量の変動が

激しく、熱エネルギーの回収が不安定になる恐

れがある。（灰溶融を行う場合は、灰溶融に係る

設備の分エネルギー消費量は増加する） 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の分、

エネルギー消費量は増加する。 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の分、

エネルギー消費量は増加する。 

◎ 〇 × × 

いずれの方式においても、国のマニュアル等に基づいた高効率なエネルギー回収が可能 

◎ 

環境汚染物質の発生を抑

制し、周辺環境への負担

を低減する施設 

想定された排ガス基準、排水基準等を満足する設計が行われるため、いずれの方式においても大きな差は生じない。 

◎ 

３R の推進に対応した 

施設 

ごみの焼却過程で資源物は回収されないため、リサイクルの推進には不向き ごみの処理過程で金属類が回収されるため、リサイクルの推進が可能 

△ △ ◎ ◎ 

３ 

地
域
に
価
値
を
創
出
す
る
施
設
設
計 

社会状況の変化や地域の

課題に対応したインフラ

機能としての施設 

変化に対して最も柔軟に対応が可能 ある程度の変化に対応が可能 

◎ 〇 〇 〇 

地域循環共生圏の一翼を

担う施設 
いずれの方式においても持続可能な社会づくりに寄与することは可能であり、大きな差は生じない。 

◎ 

環境教育・学習の場とし

てはもちろん、住民の活

動拠点となる施設 

処理方式による差はない。見学通路や会議室の設置等を今後検討する。 

◎ 

地域へのエネルギー供

給、脱炭素化や CO2 の地

産地消 

エネルギー供給量については、処理方式により大きな差は生じない。 

◎ 

助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働に

伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

ＣＯ２回収施設の実例がある。 

助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働に

伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

助燃材（コークス）を常時使用するため、施設

稼働に伴う二酸化炭素排出量は最も多い。 

ごみ質変動（低質ごみの増加）によっては助燃

材を使用する必要がるため、二酸化炭素排出量

が多くなる懸念がある。 

◎ 〇 △ 〇 
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表 処理方式比較（1/2） 

 ストーカ式焼却炉 流動床式焼却炉 シャフト式ガス化溶融炉 流動床式ガス化溶融炉 

処理の原理 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可動する火格子(揺動式、階段式、回転式等)上でごみ

を移動させながら、火格子下部から空気を送入し、燃

焼させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

焼却炉において、けい砂等の粒子層の下部から加圧し

た空気を分散供給して、蓄熱したけい砂等を流動させ

ごみとの熱伝達によりごみを焼却する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コークス等の燃料やプラズマの熱量又は酸素供給によ

り熱分解と溶融を一体の炉で行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス化炉において、けい砂等の粒子層の下部から加

圧した空気を分散供給して、蓄熱したけい砂等を流

動させごみとの熱伝達によりガス・チャー・不燃物

に熱分解を行い、溶融炉において溶融、スラグ精製

する。 

メリット 

 

 

 

・技術的成熟度が高い  

・既存施設（松本クリーンセンター）で採用されてお

り、維持管理のノウハウを活用可能である。 

・残渣リサイクルに複数の選択肢がある。 

・灰溶融を行わなければガス化溶融方式と比較して安

価である。 

・金属等不燃物類は、一般的な都市ごみに混入する程

度であれば特に問題ない。  

・蒸気量の変動が少なく安定的な余熱利用が可能  

・様々なごみ質であっても炉床全域に熱を均一化でき

る。 

・灰溶融を行わなければガス化溶融方式と比較して安

価である。 

・金属等不燃物類は、一般的な都市ごみに混入する程

度であれば特に問題ない。 

・ごみ中のカルシウムの影響により、排ガス処理前の

Sox（硫黄酸化物）濃度やHCl（塩化水素）濃度が

他の機種に比べて低く、薬剤処理量の低減が期待で

きる。 

・冷間スタートから8時間程度で焼却開始できる。炉

停止１日程度であれば砂の保有熱が十分であること

から、30分～1時間程度で定格運転が可能。 

・ガス化と溶融が同一工程で行われる。 

・基本的に高温で直接溶融するため、対応可能廃棄物

の範囲は広い。 

・助燃材（コークス）を常時使用し高温を維持するこ

とで、安定した処理が可能。 

・コークスを使用することで、スラグの品質を確保す

ることが可能。 

・溶融スラグを有効利用することにより、最終処分量

の削減に大きく貢献する。 

・災害廃棄物の受け入れに制約はない。 

・流動床式焼却炉の応用であり、ガス化溶融方式の中

では比較的技術の成熟度が高い。 

・金属類の分離、再資源化が可能である。  

・シャフト式ガス化炉と比較して助燃剤の必要性は

低い。 

・溶融スラグを有効利用することにより、最終処分

量の削減に大きく貢献する。  

デメリット 

※5 

 

 

・多くの場合横型の炉であり、流動床式焼却、シャフ

ト式ガス化溶融、流動床式ガス化溶融と比較して設

置面積が大きい。 

・灰溶融を行う場合は、灰溶融を行わない場合と比較

して電力や助燃剤等の消費が大きい。 

・空気とごみとの接触面積が小さいため、燃焼に必要

な空気量が多く排ガス量が多くなる。ただし、近年

は、排ガス再循環等による低空気比運転が可能とな

っている。 

・多くの場合、汚泥の混合処理に制限があり、一般的

に混合割合１割程度が限度とされる。 

・災害廃棄物の受け入れに制約が生じる場合がある。 

・燃焼速度が速いため、供給するごみ量、ごみ質のむ

らがそのまま燃焼温度、燃焼ガス量の変動につなが

り、制御が難しい。ただし、近年は炉床温度を低減

することによる「緩慢燃焼技術」が定着し、燃焼安

定化による低空気比運転も可能となっている。 

・前処理（破砕）が必要な場合が多い。無破砕の施設

もあるが、発電制御の観点から破砕した方がより良

い。 

・瞬時燃焼のため蒸気量の変動が激しく、熱エネルギ

ーの回収が不安定になる恐れがある。ただし、「緩

慢燃焼技術」が定着したことにより、近年は不安定

要素が減っている。 

・助燃剤により高温を維持するため、助燃剤の使用量

が大きい。ただし、近年は乾燥・熱分解の高効率化

が可能な「低炭素型シャフト炉」の導入により、コ

ークス使用量の削減が進んでいる。 

・助燃剤の利用により CO2 排出量が多くなる。ただ

し、「低炭素型シャフト炉」により CO2 排出量の削

減が進んでいる。 

・設備の整備やコークスの使用分、コストが最も高い。 

・溶融飛灰の埋立により、塩化物イオン濃度が高くな

る事例がある。  

・スラグの流通先確保が必要となる。 ※１  

・前処理(破砕)が必要な場合が多い。  

・ごみ質変動（低質ごみの増加）によっては助燃材が

必要となる。 

・溶融飛灰の埋立により、塩化物イオン濃度が高くな

る事例がある。 

・スラグの流通先確保が必要となる。 ※１  

最新技術 

※６ 

１ 発電効率アップ 

 ・低NOx燃焼技術１）、低空気比燃焼２） 

・無触媒脱硝装置３） 

・高温高圧ボイラ４） 

２ 薬剤量低減 飛灰再循環システム（2 社） 

１ 発電効率アップ 

 ・低NOx燃焼技術１）、低空気比燃焼２） 

・無触媒脱硝装置３） 

 ・高温高圧ボイラ４） 

２ 緩慢燃焼５）等によるごみ質の変動を吸収 

１ 発電効率アップ 

 ・低NOx燃焼技術１）、低空気比燃焼２）、無触媒脱

硝装置３）、高温高圧ボイラ４） 

２ 低炭素型シャフト炉  

・コークス使用量半減 

バイオマスコークス併用により CO2 ゼロ 

１ 発電効率アップ 

 ・低NOx燃焼技術１）、低空気比燃焼２） 

・無触媒脱硝装置３） 

 ・高温高圧ボイラ４） 

燃焼温度 約８５０～９５０℃ 約８５０～９５０℃ 約１７００～１８００℃ 約１３００℃ 

コスト 

（20年間） 

665億円 （建設費等403億円、維持管理費138億

円、灰処分関連費等124憶円)  

665億円 （建設費等403億円、維持管理費138億

円、灰処分関連費等124憶円) 

862億円  (建設費等483億円、維持管理費348億

円、灰処分関連費等31憶円) 

818億円 (建設費等483億円、維持管理費304億

円、灰処分関連費等31憶円) 
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表 処理方式比較（2/2） 

 ストーカ式焼却炉 流動床式焼却炉 シャフト式ガス化溶融炉 流動床式ガス化溶融炉 

灰の搬出量 

（指数） 
１．０ １．０ １．２ ※コークス、石灰石由来分増加 １．０ 

主灰：飛灰＝７：３ 主灰：飛灰＝３：７ スラグ：溶融飛灰＝８：２ スラグ：溶融飛灰＝６：４ 

埋立容積※２ 

（指数） 
１.００  １.００ ０.28（0.７０）※２ ０.４０（0.６５）※２ 

余熱利用 
どの方式であっても、利用可能な品目等に大きな差は生じない。 

CO2排出量※3 

指数（量） 
１．００（７１．０２ｔ/日） １．００（７１．０２ｔ/日） １．４６（１０４．０２ｔ/日） １．２７（９０．８２ｔ/日） 

ゼロカーボン  

 二酸化炭素 

回収・利用 

（実証実験中の事例） 

佐賀市でＣＯ２を回収し、農業ハウスや微細藻類培養

事業者へ提供。今後は周辺地域に関連産業を誘致す

る計画 

ほか、ふじみ衛生組合（三鷹・調布市）、小田原市 

事例なし 事例なし 事例なし 

バイオガス

化 

生ごみを選別（分別・機械選別）し、専用施設で処

理することでメタンガスの回収が可能。施設整備全

体に係る補助金が有利（1/3→1/2）で、FIT制度（

再生可能エネルギー発電による売電）により、売電

単価も高くなる。 

同左 採用実績なし 採用実績なし 

採用事例、 

件数※4 

京都市南部クリーンセンター第二工場（焼却施設 

（250ｔ／日×2炉） 

横須賀ごみ処理施設（120ｔ／日×3炉） 

ながの環境エネルギーセンター（135ｔ／日×3炉） 

東京二十三区清掃一部事務組合世田谷清掃工場 

（150ｔ／日×2炉） 

青岸クリーンセンター（160ｔ／日×2炉） 

八戸清掃工場第一工場（150ｔ／日×2炉） 

北秋田市クリーンリサイクルセンター 

（25ｔ／日×2炉） 

はつかいちエネルギークリーンセンター 

（75ｔ／日×2炉） 

四日市市クリーンセンター（112ｔ／日×3炉） 

さいたま市桜環境センター（190ｔ／日×2炉） 

堺市クリーンセンター臨海工場（225ｔ／日×2炉） 

第二工場ごみ処理施設（東埼玉資源環境組合） 

（148.5ｔ／日×2炉） 

東部知多クリーンセンター（100ｔ／日×2炉） 

甲府・峡東クリーンセンター(エネルギー棟) 

（121ｔ／日×3炉） 

青森市清掃工場（150ｔ／日×2炉） 

上伊那クリーンセンター（59ｔ／日×2炉） 

仙南地域広域行政事務組合仙南クリーンセンター 

（100ｔ／日×2炉） 

川口エネルギー回収施設（山形広域環境事務組合） 

（75ｔ／日×2炉） 

立谷川エネルギー回収施設（同上） 

（75ｔ／日×2炉） 

78件 2件 5件 ６件 

※１【ながの環境エネルギーセンター】  

・主灰すべてスラグ化、50％を資源化（下記のとおり）、50％を埋立て  

・スラグ資源化は、「ながの溶融スラグ利用促進協会」を設置し、コンクリート製品の材料へ  

【上伊那クリーンセンター】  

・スラグは１００円／ｔで売却  

・ただし、ＤＢＯ方式による発注の仕様で、受託業者による全量引取りとしている。よって、全量資源化されているかは不明  

【中信地区】  

スラグをレディーミクストコンクリートの骨材として利用されていない。  

【長野県建設部】  

スラグの利用基準において、コンクリート二次製品以外のレディーミクストコンクリートへの骨材として利用されていない。 

※２ 溶融飛灰のみを埋立て処理した場合の指数（括弧内はスラグ及び溶融飛灰を全量埋立て処理した場合の指数）  

※３ 330ｔ/日のごみを燃焼した際に発生するＣＯ２量(ｔ)を「廃棄物処理部門における温室効果ガス排出抑制等指針マニュアル（2012 環境省）」Ｐ5「一般廃棄物焼却施設における CO2 排出量の目安」に基づき

算出 

※４ 「一般廃棄物実態調査結果（令和元年度）（環境省）」をもとに算出した、平成 27 年度から令和元年度までに供用を開始した施設の件数 

※５ 各方式のデメリットについて、各プラントメーカーでの対策が行われており（ストーカ方式での低空気量運転、流動床式焼却炉・溶融炉での安定稼働対策、シャフト式溶融炉の助燃剤投入量低減等）採用に支障

となるほどのデメリットは現状ないと考えられる。 

※６ 最新技術の用語解説 

１）炉内の燃焼により発生する有害なＮＯｘ（窒素酸化物）を低減する技術 

２）焼却炉等に供給する燃焼空気を低減することにより排ガス量を減らす方法 

３）従来、必要となっていた触媒脱硝装置をなくすことにより、機器費の削減や蒸気の集中化による発電効率を向上させる装置 

４）ボイラの蒸気を高圧化や高温化する技術が進み蒸気量を増やすことで、発電効率を向上させる方法 

５）砂中空気比（0.53→0.49）や炉床温度（592℃→572℃）を低くすることで、ごみの燃焼を穏やかにし、エネルギー回収等を安定化させた燃焼方式  
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表 処理方式評価（1/2） 
凡例◎：当該評価項目において特に優れている。 〇：当該評価項目において優れている。 △：当該評価項目において劣る。 ×：当該評価項目において特に劣る。 

★：「基本方針」に基づいた評価項目とします。 

 
焼却処理方式 ガス化溶融方式 

ストーカ式焼却炉 流動床式焼却炉 シャフト式ガス化溶融炉 流動床式ガス化溶融炉 

評 

価 

項 

目 

技
術
面 

 安定性（トラブル等）  採用実績が多いことから、技術的熟成度が高

い。燃焼状態の変動が少なく、安定した処理が

可能である。 

近年は「緩慢燃焼技術」が定着し、燃焼が安定

化している。前処理（破砕）が必要となる場合

が多い。 

助燃材（コークス）を常時使用し高温を維持す

ることで、安定した処理が可能である。 

ごみ質変動（低質ごみの増加）によっては助燃

材が必要となる。前処理（破砕）が必要である。 

◎ 〇 〇 △ 

経
済
面 

 初期費用 

（プラント、建築） 

もっともシンプルな機器構成であるため、初

期費用は最も安価となる。（灰溶融を行う場合

は、灰溶融に係る設備の分、初期費用は増加す

る） 

もっともシンプルな機器構成であるため、ス

トーカ式に次いで安価となる。（灰溶融を行う

場合は、灰溶融に係る設備の分、初期費用は増

加する） 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の

分、初期費用は増加する。 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の

分、初期費用は増加する。 

◎ ◎ × × 

 維持費用 

（副資材、機械設備） 

もっともシンプルな機器構成であるため、維

持費用は最も安価となる。（灰溶融を行う場合

は、灰溶融に係る設備の分、維持費用は増加す

る） 

前処理（破砕）が必要であるが、シンプルな機

器構成であるため、維持費用は安価となる。ま

た、薬剤費の低減が期待できる。 

（灰溶融を行う場合は、灰溶融に係る設備の

分、維持費用は増加する） 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の

分、維持費用は増加する。 

また、流動床式と比較すると助燃材（コーク

ス）を必要とする分さらに高額となる。 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の

分、維持費用は増加する。 

◎ ◎ × △ 

環
境
面 

 

 

 

最終処分場への負荷 焼却灰、飛灰を最終処分する必要がある。但し、別途資源化委託により最終処分量削減は可能

である。 

溶融スラグを有効利用することにより、最終処分量の削減に大きく貢献する。但し、スラグの

流通先確保が前提である。 

△ △ ◎ ◎ 

飛灰の埋立により、塩化物イオンや重金属の濃度が高くなる事例は少ない。 溶融飛灰の埋立により、塩化物イオンや重金属の濃度が高くなる事例がある。 

◎ ◎ 〇 〇 

 

 

 

 

余熱利用の可能性 
方式による発電効率の違いはない。 

◎ ◎ ◎ ◎ 

自己消費電力は最も少ないため、余剰電力の

発生は多い。 

自己消費電力はストーカ式に次いで少ない。

近年は、「緩慢燃焼技術」が定着し、熱エネル

ギー回収は安定化が進んでいる。 

自己消費電力は最も多い。 自己消費電力は多い。 

◎ 〇 × △ 

★ 施設稼働に伴う温室効果ガ

スの排出抑制、地球温暖化

対策への寄与 

助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働

に伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働

に伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

助燃材（コークス）を常時使用するため、施設

稼働に伴う二酸化炭素排出量は最も多い。 

ごみ質変動（低質ごみの増加）によっては助燃

材を使用する必要がるため、二酸化炭素排出

量が多くなる懸念がある。 

◎ ◎ △ 〇 

★ 省エネルギー化 もっともシンプルな機器構成であるため、機

器稼働に要するエネルギー消費量は最も少な

い。（灰溶融を行う場合は、灰溶融に係る設備

の分、エネルギー消費量は増加する） 

シンプルな機器構成であるため、機器稼働に

要するエネルギー消費量はストーカ式に次い

で少ない。ただし、瞬時燃焼のため蒸気量の変

動が激しく、熱エネルギーの回収が不安定に

なる恐れがある。（灰溶融を行う場合は、灰溶

融に係る設備の分エネルギー消費量は増加す

る） 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の

分、エネルギー消費量は増加する。 

ストーカ式と比較すると溶融に係る設備の

分、エネルギー消費量は増加する。 

◎ 〇 × × 

★ 廃棄物エネルギーの 

高効率回収 
いずれの方式においても、国のマニュアル等に基づいた高効率なエネルギー回収が可能 

◎ ◎ ◎ ◎ 

★ 環境負荷 想定された排ガス基準、排水基準等を満足する。 

◎ ◎ ◎ ◎ 

近年は低空気比運転が定着し、排ガス量は低

減しつつある。 

空気とごみとの接触面積が大きく燃焼効率が

高い。また、近年はストーカ式と同程度の空気

比での運転が可能となっている。 

コークスを使用する分、排ガス量が多くなる

ため、環境負荷はストーカ式よりやや大きい。 

助燃材が必要となる場合に、環境負荷が増加

する。 

◎ ◎ 〇 〇 
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表 処理方式評価（2/2） 

凡例◎：当該評価項目において特に優れている。 〇：当該評価項目において優れている。 △：当該評価項目において劣る。 ×：当該評価項目において特に劣る。 

★：「基本方針」に基づいた評価項目とします。 

 
焼却処理方式 ガス化溶融方式 

ストーカ式焼却炉 流動床式焼却炉 シャフト式ガス化溶融炉 流動床式ガス化溶融炉 

評 

価 

項 

目 

環
境
面 

★ 3R の推進 ごみの焼却過程で資源物は生成されないため、リサイクルの推進には不向き ごみの溶融過程で生成されるメタルを回収することにより、リサイクルの推進が可能 

△ △ ◎ ◎ 

★ 災害対策 安全に停止、稼働するシステムが確立している。 

◎ ◎ ◎ ◎ 

廃棄物の受け入れに際して、分別や破砕が必

要となる場合がある。 

災害廃棄物の受け入れには前処理（破砕）が必

要となる。 

処理対象品目が多く、分別せずに処理が可能

である。 

災害廃棄物の受け入れには前処理（破砕）が

必要となる。 

〇 〇 ◎ 〇 

社
会
面 

★ 社会状況の変化や 

地域課題への対応 
最も柔軟に対応が可能 ある程度の変化に対応が可能 

◎ 〇 〇 〇 

★ 地域へのエネルギー供給 処理方式により大きな差は生じない。 

◎ ◎ ◎ ◎ 

★ 脱炭素化、CO2 の地産地消 助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働

に伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

ＣＯ２回収施設の実例がある。 

助燃材使用量がほとんどないため、施設稼働

に伴う二酸化炭素排出量は比較的少ない。 

助燃材（コークス）を常時使用するため、施設

稼働に伴う二酸化炭素排出量は最も多い。 

ごみ質変動（低質ごみの増加）によっては助燃

材を使用する必要がるため、二酸化炭素排出

量が多くなる懸念がある。 

◎ 〇 △ 〇 

委員会の見解     
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 処理方式別コスト比較表（以下の条件等を仮設定し試算したため、あくまで参考値です。このまま本事業の事業費となるものではありません。） （億円）
方式 灰処分 費用 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16 Ｒ17 Ｒ18 Ｒ19 Ｒ20 Ｒ21 Ｒ22 Ｒ23 Ｒ24 Ｒ25 Ｒ26 Ｒ27 Ｒ28 Ｒ29 Ｒ30 小計

施設建設費 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 330

大規模改修費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 73

維持管理費 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 6.93 138.60

処分場建設費(松本) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 0 0 0 0 60
処分場建設費(塩尻朝日) 0 0 0 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 0 60

灰処理委託費(山形) 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 0.120 2.400
灰処理委託費(塩尻朝日) 0.350 0.350 0.350 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1.050

処分場修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 合計 差

小計 337.400 7.400 7.400 37.050 7.050 7.050 7.050 7.050 7.050 7.050 7.050 7.050 7.050 7.050 67.050 7.050 7.050 7.050 37.050 80.050 665.05 665.05 0.00

施設建設費 396 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 396

大規模改修費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 87 87

維持管理費 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 17.42 348.4
処分場建設費(塩尻朝日) 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20

灰処理委託費(山形) 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.043 0.860
灰処理委託費(塩尻朝日) 0.126 0.126 0.126 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.378

処分場修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10 合計 差

小計 413.589 17.589 17.589 37.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 17.463 27.463 104.463 862.64 862.638 197.59

施設建設費 396 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 396

大規模改修費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 87 87

維持管理費 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 15.20 304
処分場建設費(塩尻朝日) 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20

灰処理委託費(山形) 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 0.060 1.2
灰処理委託費(塩尻朝日) 0.175 0.175 0.175 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.525

処分場修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10 合計 差

小計 411.435 15.435 15.435 35.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 15.260 25.260 102.260 818.73 818.73 153.68

◆ コストの比較条件

・施設規模は、330t/日とします。

・計画稼働年数は、20年とします。

・建設費及び灰等のリサイクル費用、最終処分場修繕費等は、コンサルタントの業務実績による概算値です。

・大規模改修費は、既存施設における建設費と改修費実績の比率を基に算出します。

・維持管理費は、下記研究結果の平均値をもとに算出します。

・最終処分場の建設については、現在判明している使用期間から設定します（山田：R9～25、塩尻・朝日：R15～29）
・最終処分場への埋立が期間内に完了する場合、新処分場建設費を見込みます。

・最終処分場への埋立期間が20年を超える場合、最終処分場の修繕費を見込みます。

・松本市の灰処理については、再整備供用開始後の最終処分場に全量埋立を想定していますが、延命化またはリスク分散の観点から仮に全量を外部委託する場合（ストーカに限る）は、処理委託費として

 4.80億円 /年 加算

・シャフト式ガス化溶融式におけるスラグを資源化できない場合は、処理委託費（埋立）として 3.50億円 /年 加算

・流動床式ガス化溶融式におけるスラグを資源化できない場合は、処理委託費（埋立）として 2.08億円 /年 加算  いずれもコンサルタントの業務実績による概算費

・複数年かかる費用については、最終年に計上しています。

  「一般廃棄物全連続式焼却施設の物質収支・エネルギー収支・コスト分析（2012年3月）」p.109-110、北海道大学 廃棄物処分工学研究室
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